
インクルーシブ教育実践推進校特別募集

を考えている中学生のみなさんへ  
 

「インクルーシブ教育実践推進校」とは、誰もが⼤切にされ、いきいきと暮らせる「共生社会」をめざし
て、知的障がいのある生徒が高校で学ぶ機会をひろげながら、みんなで一緒に過ごすなかで、お互いの
ことをわかりあって成⻑していくことを⽬標にしている高校です。 
 

【 イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 実 践 推 進 校 の 生 活 に つ い て 】  

 

  

朝のホームルーム 

授業（１時間目） 

授業（２時間目） 

授業（３時間目） 

授業（４時間目） 

昼休み 

授業（５時間目） 

授業（６時間目） 

帰りのホームルーム 

放課後 

家から学校まで、朝のホームルームに間に合う

ように自分で登校します。通う学校によっては

バスや電車に乗って登校することもあります。 

インクルーシブ教育実践推進校では特別募集で

入学した生徒もクラスの一員として一緒の教室

で学んでいます。 

Ｑ．教室での授業はどんな感じですか？ 

Ａ．クラスのみんなと一緒に学びます。 

１年生の時は 40 人くらいが集まる教室で受け

る授業が多いです。２人の先生が教えてくれる

授業もあります。 

クラスメイトと一緒にお昼を食べたり、図書館

でゆっくり本を読んだり、自分の過ごしやすい

方法で過ごします。 

部活動や委員会活動などに取り組むこともでき

ます。 



(１) 学 校 生 活 について 
みんなが一緒に生活するなかで、お互いのことをわかりあいながら、社会性・思いやりの心を 
育みます。 
 40 人くらいの学級で生活します。 
 支えてくれるたくさんの先生がいます。 
 学校⾏事には、クラスの一員として参加

します。 
 生徒会活動や、部活動など、さまざまな

活動に取り組むことができます。 
 

(２) 授 業 について 
高校のカリキュラムで、高校の教科書を使って学びます。わかりやすく工夫されたさまざまな 
方法の授業があります。 
 毎⽇授業に出席して、学習内容を理解することで、単位を取得して進級します。 
 先生と相談して一人ひとりにあった⽬標をたてて学習します。 
 困ったときは、周りの友だちや先生に質問したり、どうすれば解決できるか一緒に考え 

たりします。 
 自分の⽬標に向かって意欲をもって取り組むことが⼤切です。 

 

(３) キャリア教 育 について 
高校を卒業した後の社会で必要な⼒を、キャリア教育の授業
などで 3 年間をとおして計画的に⾝に付けます。 
 将来の社会生活に必要なマナーやコミュニケーションなどの

学習を⾏ったり、将来の過ごし方を考えたりします。 
 夏休み中などに、学校や職場の⾒学、働くことの体験学

習などを⾏います。 

 
(４) 相 互 理 解 について 

学校生活のなかで、生徒同士がお互いのことを理解し、 
認め合い、共に過ごしていくことの⼤切さを学びます。 
 毎⽇一緒に学校生活を過ごすことに加えて、

学習会や体験会などの活動を⾏います。 

  
 

 

クラス対抗の陸上競技大会 

社会人になるまでに 

必要なことを学ぶよ。 

講 演 会  

パラスポーツ体 験  

たくさ んの 仲間と 共 に学び 、共 に活動 し ながら 高校 生活を 送 りたい

と考え てい るみな さ んは、 ぜひ 、各イ ン クルー シブ 教育実 践 推進校 で

行われ る説 明会や 中 学３年 生を 対象と し た中高 連携 事業な ど に参加 し

て、実 践推 進校で の 高校生 活を イメー ジ してみ てく ださい 。  


